
大

陸
（
北

支
）
　 

第
六
十
九
師
団

河
南
・
霊
宝
作
戦
の
苦
闘
　 
秋
田
県
　
福
田
悟
郎
　 

秋
田
市
楢
山
餌
指
町
五
一
が
私
の
生
家
で
、
大
正
十
年
十
一

月
二
十
二
日
生
ま
れ
で
し
た
。
七
人
兄
弟
の
四
男
で
下
か
ら
三

番
目
で
し
た
（
二
人
死
亡
）

。
尋
常
高
等
小
学
校
は秋
田
市
で
、

卒
業
後
青
年
学
校
へ
入
り
、
秋
田
県
庁
の
秘
書
課
に
二
～
三
年

勤
務
し
た
後
、
動
員
を
さ
れ
ま
し
た
。

第
八
師
団
と
第
九
師
団
と
で
新
し
く
第
二
十
一
師
団
が
編
成

さ
れ
、
徐
州
陥
落
後
の
昭
和
十
三
年
五
月
十
三
日
、
徐
州
で
軍

属
が
欲
し
い
と
い
う
の
で
、

私
は
志
願
し
て
採
用
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
十
四
年
一
～
二
月
こ
ろ
、
宇
品
を
出
発
、
大
沽
上
陸
～

天
津
～
済
南
～
徐
州
、
そ
し
て
師
団
司
令
部
で
勤
務
し
て
い
た

の
で
す
が
、
部
隊
は
第
十
三
師
団
と
交
代
し
三
年
も
お
り
ま
し

た
。
昭
和
十
六
年
に
な
り
大
移
動
、
保
定
に
二
～
三
カ
月
、
さ

ら
に
青
島
経
由
で
内
地
帰
還
と
な
る
の
で
す
が
、
奇
し
く
も
そ

の
日
は
十
二
月
七
日
で
日
米
開
戦
の
前
日
で
し
た
。
青
島
港
に

三
隻
い
た
米
国
の
軍
艦
は
既
に
い
な
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。

乗
船
し
て
か
ら
『
日
米
開
戦
』
を
憲
兵
隊
か
ら
初
め
て
聞
い

た
の
で
す
。
船
上
で
直
ち
に
対
潜
司
練
を
さ
れ
、
我
々
は
上
を

下
へ
の
大
騒
ぎ
で
す
。
内
地
帰
還
の
理
由
は
私
が
入
営
の
通
知

を
受
け
た
か
ら
で
す
。
師
団
司
令
部
の
上
司
に
申
告
し
ま
す
と
、

「
現
地
で
入
営
す
れ
ば
よ
い
、
手
続
は
し
て
や
る
」
と
親
切
に

申
さ
れ
た
の
で
す
が
、
三
年
も
故
郷
に
帰
ら
ず
戦
地
に
行
く
の

は
心
苦
し
い
。「
父
母
と
会
っ
て
後
顧
の
憂
い
を
な
く
し
て
か



ら
戦
場
に
行
き
た
い
の
で
あ
り
ま
す
」
と
申
し
出
て
帰
国
し
た

の
で
す
。

神
戸
上
陸
、

秋
田
市
で
壮
行
会
を
開
い
て
も
ら
い
盛
岡
集
合
、

歩
兵
第
百
三
十
一
連
隊
で
装
具
一
切
を
受
け
、

盛
岡
で
一
週
間
、

そ
の
間
は
森
久
旅
館
で
泊
ま
り
連
隊
へ
通
い
ま
し
た
。
簡
単
な

軍
装
を
し
、
夜
間
隠
密
裡
に
、
だ
れ
に
も
分
か
ら
ぬ
よ
う
門
司

か
ら
出
港
、

人
数
は
東
北
管
区
各
地
か
ら
集
ま
っ
た
初
年
兵
で
、

盛
岡
か
ら
三
五
〇
人
く
ら
い
、
全
員
で
一
千
名
く
ら
い
だ
っ
た

と
推
測
し
ま
す
。
船
は
貨
物
船
、
絶
対
に
人
を
甲
板
に
は
出
さ

ぬ
夜
間
行
動
で
す
。
開
戦
直
後
で
す
か
ら
企
図
を
秘
匿
し
て
い

ま
し
た
。

出
航
の
日
時
は
昭
和
十
七
年
二
月
初
旬
、
支
那
山
西
省
平
遙

県
城
の
初
年
兵
教
育
隊
に
入
っ
た
の
が
二
月
十
日
、
部
隊
は
独

立
混
成
第
十
六
旅
団
、
独
立
歩
兵
第
八
十
四
大
隊
で
し
た
。
一

期
の
教
育
は
四
カ
月
で
終
わ
っ
た
。
主
力
は
中
支
の
浙
■
作
戦

に
出
動
中
で
あ
る
た
め
か
、
教
育
期
間
六
カ
月
が
二
カ
月
短
縮

さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

教
育
が
終
了
し
、
直
ち
に
第
一
線
に
配
置
さ
れ
た
。
北
支
に

は
■
介
石
軍
の
閻
錫
山
軍
と
中
共
の
八
路
軍
が
い
る
治
安
の

悪
い
所
で
す
。
閻
錫
山
軍
は
太
原
作
戦
で
我
が
第
五
師
団
に
や

ら
れ
逃
げ
て
日
本
軍
の
西
側
に
、

東
側
に
は
八
路
軍
が
幡
踞
し
、

我
が
方
の
治
安
を
乱
し
て
い
ま
し
た
。

部
隊
か
ら
は
警
備
の
た
め
、
主
要
鉄
道
線
や
道
路
沿
い
に
分

遣
隊
が
配
置
さ
れ
て
、
我
々
は
太
原
―
蒲
州
間
の
南
同
蒲
線
を

守
備
し
て
い
ま
し
た
。
鉄
道
線
の
西
側
は
全
部
敵
で
す
。
先
ほ

ど
申
し
上
げ
た
よ
う
に
西
方
は
閻
錫
山
の
山
西
軍
、
東
側
は
共

産
八
路
軍
で
す
。
し
か
も
、
敵
で
あ
る
■
介
石
軍
と
共
産
軍
が

利
害
を
異
に
し
な
が
ら
も
国
共
合
同
で
日
本
軍
を
ね
ら
っ
て
い

る
か
ら
、
油
断
も
隙
も
な
い
の
で
す
。

占
領
地
は
面
で
は
な
い
。
点
と
点
で
あ
り
、
そ
の
間
を
結
ぶ

の
が
鉄
路
で
あ
り
道
路
で
す
。
従
っ
て
日
本
軍
の
拠
点
は
大
き

い
城
の
あ
る
都
市
、
治
安
の
悪
い
所
に
は
一
個
小
隊
、
他
は
分

隊
単
位
の
分
遣
隊
が
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
山
西
省
平
遙
、
霍

県
な
ど
が
我
が
大
隊
の
警
備
地
域
で
し
た
。

小
さ
い
敵
襲
は
度
々

あ
り
ま
し
た
が
、
私
が
行
く
前
、
大
鉄
橋
の
分
哨
が
八
路
軍
に

襲
撃
さ
れ
全
滅
し
ま
し
た
。
八
路
軍
は
こ
ち
ら
が
弱
い
と
攻
撃

し
、
強
い
と
逃
げ
る
と
い
う
常
套
の
戦
法
で
す
。

山
西
軍
の
方
は
日
本
軍
の
上
層
部
と
交
渉
し
、
自
軍
が
損
害



を
被
ら
な
い
戦
法
で
す
。

両
者
工
作
を
し
て
い
た
よ
う
で
す
が
、

あ
る
時
は
戦
い
、
あ
る
時
は
仲
良
く
す
る
の
で
、
我
々
兵
隊
は

不
思
議
に
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
よ
う
な
内
部
状
態
を
把

握
し
て
は
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

一
方
、
八
路
軍
に
対
し
て
は
徹
底
的
に
討
伐
し
て
い
て
、
山

西
軍
と
は
全
然
違
っ
て
い
ま
し
た
。
国
府
軍
人
は
鷹
揚
で
、
大

人
的
な
性
格
で
あ
り
ま
し
た
が
、
共
産
軍
は
酷
し
く
妥
協
が
な

か
っ
た
。
伝
単
（
中
国
で
宣
伝
ビ
ラ
）
を
撒
い
て
日
本
兵
を
勧

誘
し
て
も
い
ま
し
た
。
人
材
も
武
器
も
情
報
も
欲
し
か
っ
た
の

で
し
ょ
う
。
我
々
の
部
隊
で
は
八
路
軍
に
入
っ
た
者
は
な
か
っ

た
が
、
後
に
は
思
想
的
な
関
係
者
や
、
軍
務
が
厳
し
く
て
逃
亡

し
て
共
産
軍
に
入
っ
た
者
が
い
た
と
、
戦
後
聞
い
た
よ
う
に
思

い
ま
す
。

私
た
ち
の
時
は
、
初
年
兵
教
育
が
四
カ
月
に
短
縮
さ
れ
各
分

遣
隊
へ
配
属
さ
れ
ま
し
た
が
、
行
っ
た
途
端
に
、
憲
兵
隊
志
願

を
勧
め
ら
れ
、
旅
団
司
令
部
で
予
備
教
育
が
あ
っ
た
の
で
す
。

そ
の
間
に
西
瓜
を
食
べ
て
Ａ
型
パ
ラ
チ
フ
ス
に
な
り
、
四
〇
何

度
の
熱
が
出
て
、

汾
陽
の
旅
団
司
令
部
か
ら
陸
軍
病
院
に
入
院
、

一
カ
月
く
ら
い
教
育
が
受
け
ら
れ
ず
原
隊
復
帰
を
命
ぜ
ら
れ
ま

し
た
。
帰
っ
た
ら
、
今
度
は
暗
号
兵
に
な
れ
と
、
大
隊
本
部
で
教
育

を
受
け
、
終
了
し
た
ら
分
遣
隊
へ
派
遣
さ
れ
暗
号
勤
務
を
し
て

い
ま
し
た
ら
、「
福
田
帰
れ
」
の
電
報
が
あ
る
。
帰
隊
す
る
と

上
等
兵
に
進
級
し
、
下
士
官
候
補
者
隊
へ
入
隊
を
命
ぜ
ら
れ
ま

し
た
。
と
こ
ろ
が
兵
科
の
教
育
は
一
期
の
三
カ
月
の
基
本
教
育

だ
け
、
小
銃
隊
出
身
の
私
は
、
軽
機
関
銃
も
■
弾
筒
も
分
か
ら

な
い
。
そ
の
た
め
、
教
育
隊
の
中
で
一
人
だ
け
特
別
教
育
を
受

け
る
。
他
の
者
が
休
ん
で
い
る
時
間
に
、
軽
機
、
■
弾
筒
を
中

心
に
随
分
厳
し
く
、
大
変
苦
し
い
教
育
を
受
け
ま
し
た
。

昭
和
十
八
年
九
月
こ
ろ
、
下
士
官
候
補
者
と
し
て
の
教
育
を

終
了
し
帰
隊
し
ま
し
た
ら
、
独
立
混
成
旅
団
が
第
六
十
九
師
団

に
編
成
替
え
さ
れ
、
私
は
師
団
司
令
部
勤
務
、
暗
号
班
長
を
や

れ
と
命
ぜ
ら
れ
ま
し
た
。
大
隊
の
暗
号
と
異
な
り
、
師
団
の
暗

号
は
高
度
な
も
の
で
、
教
育
に
二
～
三
カ
月
が
必
要
だ
っ
た
の

で
す
。
と
こ
ろ
が
、
師
団
に
は
初
年
兵
が
入
っ
て
き
た
の
で
、

暗
号
班
長
と
し
て
で
は
な
く
、
下
士
官
候
補
者
隊
出
身
者
で
あ

る
た
め
、
初
年
兵
の
教
育
係
を
命
ぜ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
時
に
な
り
、
過
去
の
厳
し
い
教
育
が
役
に
立
っ
て
き
た



の
で
す
。
私
の
運
が
良
か
っ
た
の
は
、
若
い
時
に
、
第
二
十
一

師
団
や
第
十
三
師
団
司
令
部
で
軍
属
勤
務
を
し
て
い
た
の
で
、

師
団
司
令
部
組
織
の
内
容
を
良
く
知
っ
て
い
た
の
が
幸
い
し
て

重
要
視
さ
れ
た
の
で
す
。
私
は
重
要
書
類
の
取
り
扱
い
も
し
た

こ
と
が
あ
る
の
で
司
令
部
で
は
割
合
重
宝
が
ら
れ
た
の
で
あ
り

ま
し
ょ
う
。

初
年
兵
教
育
は
大
隊
本
部
で
終
了
し
、
私
は
第
二
中
隊
に
復

帰
し
ま
し
た
。
下
士
官
候
補
者
隊
帰
り
は
五
人
お
り
ま
し
た
が
、

最
後
に
残
っ
た
の
は
私
一
人
だ
け
で
し
た
。

次
に
河
南
作
戦
に
つ
い
て
申
し
述
べ
ま
す
。
昭
和
十
九
年
五

月
十
日
、
河
堤
村
か
ら
工
兵
の
舟
艇
で
黄
河
を
渡
河
し
ま
し
た
。

第
一
次
は
独
歩
兵
第
八
十
二
大
隊
、
我
々
の
第
八
十
四
大
隊
は

第
二
次
渡
河
で
し
た
。
対
岸
の
敵
は
迫
撃
砲
で
攻
撃
、
八
十
二

大
隊
の
一
個
分
隊
は
迫
撃
砲
弾
の
直
撃
を
受
け
、
黄
河
の
藻
屑

と
消
え
て
し
ま
い
ま
し
た
。
敵
兵
は
鎖
で
繋
が
れ
て
い
て
逃
げ

ら
れ
な
い
よ
う
に
し
て
あ
っ
た
の
で
死
に
物
狂
い
で
抵
抗
し
撃
っ

て
く
る
の
で
す
。

我
が
第
八
十
四
大
隊
は
波
頭
鎮
で
別
行
動
を
と
っ
て
東
方
の

新
安
を
制
圧
す
る
た
め
隴
海
線
の
も
っ
と
山
間
の
東
方
を
迂
回

し
鉄
門
を
攻
略
し
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
我
が
第
十
二
軍
に
お

さ
れ
て
新
安
の
手
前
で
、
新
安
方
向
か
ら
敵
の
大
部
隊
が
逃
げ

て
き
ま
し
た
。
敵
は
「
窮
鼠
返
っ
て
猫
を
咬
む
」
の
諺
の
ご
と

く
我
が
部
隊
に
向
か
っ
て
き
て
、
部
隊
も
相
当
の
被
害
を
受
け

ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
我
が
軍
の
山
砲
が
射
撃
、
敵
集
団
を

分
裂
さ
せ
る
。
敵
軍
は
バ
ラ
バ
ラ
に
な
っ
て
逃
走
し
て
行
き
ま

し
た
。
我
が
部
隊
は
第
一
軍
の
隷
下
で
す
が
、
第
十
二
軍
に
策
応
し

て
の
作
戦
で
す
。
我
が
部
隊
、
第
一
軍
隷
下
部
隊
は
隴
海
線
確

保
が
任
務
で
、
第
十
二
軍
は
鄭
州
を
陥
落
さ
せ
漢
口
を
目
指
し

て
南
下
し
て
い
き
ま
し
た
。
五
月
末
で
策
応
河
南
作
戦
は
終
了

し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
第
一
軍
は
単
独
で
霊
宝
作
戦
を
六
月
一
日
か
ら
開

始
し
ま
し
た
。
こ
の
作
戦
に
は
北
支
那
方
面
軍
の
命
令
で
戦
車

隊
、
工
兵
等
の
派
遣
部
隊
は
原
隊
に
戻
さ
れ
た
の
で
す
。
こ
の

霊
宝
作
戦
に
は
、
米
式
装
備
の
大
軍
の
抵
抗
が
あ
り
、
従
来
の

討
伐
と
は
大
違
い
で
し
た
。
特
に
我
が
第
八
十
四
大
隊
の
被
害

は
一
番
と
い
わ
れ
、
山
の
分
哨
七
人
は
玉
砕
し
ま
し
た
。
そ
の

山
を
奪
取
せ
よ
と
の
命
令
で
、
こ
の
三
角
山
で
大
激
戦
を
展
開
、



二
十
二
名
の
戦
死
者
を
出
し
ま
し
た
。
敵
機
の
銃
爆
は
あ
り
ま

し
た
が
、
そ
の
日
の
正
午
ご
ろ
よ
う
や
く
敵
軍
を
退
却
さ
せ
た

の
で
し
た
。

第
八
十
二
大
隊
（
神
保
部
隊
）
も
険
山
■
の
戦
闘
で
多
く
の

犠
牲
者
が
出
ま
し
た
。
山
ま
た
山
の
稜
線
に
敵
が
い
て
、
一
山

一
山
奪
取
す
る
の
で
す
か
ら
、
酷
い
戦
闘
の
連
続
で
す
。
そ
れ

で
も
、
日
の
丸
の
旗
を
見
る
と
敵
は
浮
き
足
だ
つ
、
先
制
攻
撃

が
大
切
で
し
た
。
ま
さ
に
「
軍
の
主
と
す
る
と
こ
ろ
は
戦
闘
に

あ
り
」
が
身
に
浸
み
て
分
か
り
ま
し
た
。
私
の
部
下
三
名
も
三

角
山
で
死
ん
で
お
り
ま
す
。
■
弾
筒
分
隊
は
白
兵
戦
で
銃
剣
だ

け
で
戦
う
。
小
銃
隊
は
銃
剣
突
撃
で
す
が
、
そ
の
中
に
■
弾
筒

分
隊
は
剣
の
み
で
戦
っ
た
の
で
し
た
。
霊
宝
占
領
ま
で
、
ひ
ど

い
戦
闘
の
連
続
で
し
た
。

六
月
十
二
日
こ
ろ
、
兵
団
は
目
的
を
達
成
し
て
反
転
し
、
原

駐
地
へ
と
撤
退
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
後
、
第
六
十
九
師

団
は
中
支
第
十
三
軍
の
隷
下
と
な
り
、
上
海
に
向
け
大
移
動
を

開
始
、
そ
の
後
は
新
編
成
の
第
五
独
立
警
備
隊
が
運
城
（
昔
の

飛
行
場
あ
り
）
を
主
体
と
し
て
警
備
を
し
て
お
り
ま
し
た
。

私
は
終
戦
の
翌
年
、
昭
和
二
十
一
年
一
月
十
三
日
、
佐
世
保

に
上
陸
復
員
し
た
の
で
す
が
、
県
庁
へ
は
復
職
で
き
ず
、
化
学

肥
料
会
社
に
三
十
年
ほ
ど
勤
務
し
て
お
り
ま
し
た
。

【
解

説
】

河
南
作
戦
（
黄
河
渡
河
と
霊
宝
作
戦
）

第
一
軍
の
黄
河
渡
河
作
戦

第
六
十
九
師
団
は
本
作
戦
に
お
い
て
天
兵
団
と
呼
称
す
る
。

天
兵
団
の
独
立
混
成
第
三
旅
団
を
洋
兵
団
、
歩
兵
第
五
十
九
旅

団
を
地
兵
団
と
呼
称
し
た
。

地
兵
団
が
主
渡
河
隊
で
、
そ
の
編
成
は
、
歩
兵
第
五
十
九
旅

団
長
木
村
少
将
以
下
、
独
立
歩
兵
第
百
二
十
大
隊
（
柏
木
大
隊
）

、

同
第
八
十
二
大
隊
（
神
保
大
隊
）

、
福
田
悟
郎
氏
所
属
の
第
八

十
四
大
隊
（
斎
藤
大
隊
）

、
そ
の
他
山
砲
、
工
兵
、
通
信
部
隊

で
あ
る
。

渡
河
作
業
部
隊
は
独
立
工
兵
第
五
十
九
大
隊
で
、
地
兵
団
渡

河
後
、
垣
曲
へ
下
航
し
師
団
司
令
部
以
下
の
渡
河
に
任
ず
る
命

を
受
け
て
い
た
、
渡
河
点
は
河
堤
村
で
あ
る
。

任
務
及
び
行
動
の
概
要
　
Ｘ
（
渡
河
日
）
前
夜
、
渡
河
準
備

完
了
、
渡
河
日
夜
、
二
十
一
時
こ
ろ
渡
河
、
渡
河
後
、
段
村
、



披
頭
鎮
を
経
て
■
池
に
向
か
い
突
進
し
隴
海
線
を
遮
切
し
爾
後
、

新
安
方
向
に
向
か
う
前
進
を
準
備
す
。
渡
河
作
業
隊
は
地
兵
団

を
渡
河
せ
し
め
た
る
後
、
垣
曲
に
下
航
し
、
天
兵
団
主
力
及
び

軍
主
力
の
渡
河
に
任
ず
。

河
堤
村
方
面
の
渡
河
（
五
月
九
日
）

二
十
一
時
二
十
分
、
日
没
と
共
に
作
業
両
中
隊
に
出
発
が
指

令
。
三
十
八
分
ま
さ
に
洗
水
し
よ
う
と
し
た
と
き
、
重
慶
軍
の

射
撃
が
始
ま
っ
た
。
機
船
は
中
隊
長
の
発
航
指
令
と
共
に
一
斉

発
航
し
た
。
重
慶
軍
は
こ
の
始
動
音
に
驚
い
た
の
か
、
約
三
十

秒
間
射
撃
を
中
止
し
た
。
や
が
て
舟
艇
は
前
岸
に
到
着
、
歩
兵

部
隊
は
上
陸
し
た
。
再
び
猛
射
を
開
始
し
、
特
に
渡
河
付
近
に

迫
撃
砲
弾
が
炸
裂
し
て
、
や
や
混
乱
の
様
相
を
呈
し
た
。
第
二

回
の
渡
河
部
隊
の
渡
場
到
着
が
遅
れ
ま
た
出
航
は
間
断
し
た
。

こ
の
と
き
、
木
村
旅
団
長
は
自
ら
大
声
叱
咤
し
て
部
隊
を
ま

と
め
、
爾
後
間
断
な
く
渡
河
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
午
前
一
時

ご
ろ
に
至
り
重
慶
軍
の
射
撃
は
全
く
止
み
、
五
時
ご
ろ
地
兵
団

主
力
の
渡
河
を
完
了
し
た
。

こ
の
渡
場
に
お
け
る
死
傷
者

戦
死
　
工
兵
　
四
　
歩
兵
　
一
六

戦
傷
　
工
兵
　
七
　
歩
兵
約
二
〇

＊
　
歩
兵
死
傷
者
の
多
い
の
は
、
二
十
三
時
こ
ろ
満
載
し
た

模
合
船
の
真
ん
中
に
軽
迫
撃
砲
弾
が
命
中
し
、
乗
船
者
の

被
害
が
大
き
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
。

霊
宝
作
戦
（
六
月
四
日
頃
）
の
概
要

第
一
軍
命
令
六
・
四
・
一
〇
三
〇

一
　
敵
ハ
逐
次
弘
農
河
東
岸
地
区
ニ
進
出
シ
約
一
ケ
師
ノ
敵

ハ
大
営
付
近
ニ
、
約
三
ヶ
師
ヲ
下
ラ
ザ
ル
敵
ハ
険
山
廟

以
南
地
区
ニ
於
テ
夫
々
頭
、
三
角
山
方
向
ニ
近
迫
シ
ツ

ツ
ア
リ

五
　
天
兵
団
ハ
五
日
早
朝
攻
撃
ヲ
開
始
シ
所
在
ノ
敵
ヲ
撃
破

シ
ツ
ツ
先
ツ
弘
農
河
右
岸
台
上
ニ
進
出
ス
ベ
シ

地
兵
団
命
令
　
六
・
四
・
一
二
〇
〇
　
姚
店

一
　
当
面
ノ
敵
ハ
六
月
二
日
夕
以
来
草
■
南
北
ノ
高
地
線
ヲ

占
領
シ
陣
地
構
築
中
ナ
リ

略

五
　
斎
藤
隊
（
独
立
八
四
大
隊
）
ハ
右
第
一
線
ト
ナ
リ
劉
宗



河
西
側
付
近
ニ
展
開
シ
西
村
部
隊
ニ
連
繋
シ
一
、
四
六

三
南
方
二
粁
ノ
高
地
ノ
敵
ヲ
攻
撃
ス
ベ
シ

六
　
第
一
線
部
隊
ノ
戦
闘
地
境
左
ノ
如
シ

西
村
部
隊

斎
藤
部
隊
　
　
三
角
山
―
一
、
四
二
二
高
地
ノ
線

六
月
五
日
　
―
軍
の
攻
撃
開
始
（
斎
藤
部
隊
抜
粋
）

七
時
四
十
分
重
慶
側
空
軍
四
機
来
襲
跳
梁
し
て
、
草
■

北
川
台
上
に
進
出
し
た
西
村
・
赤
星
大
隊
は
死
傷
八
〇

余
名
を
出
し
た
。

十
時
三
十
分
こ
ろ
、
彼
我
の
銃
砲
声
盛
ん
で
、
部
隊
の

前
進
困
難
が
思
わ
れ
た
。
特
に
三
角
山
方
面
は
払
暁
か

ら
重
慶
軍
の
攻
撃
を
受
け
て
お
り
、
斎
藤
大
隊
は
死
傷

続
出
し
、
た
ち
ま
ち
二
二
名
の
戦
死
者
を
出
し
た
。

三
角
山
正
面
は
、
神
保
大
隊
の
突
貫
突
入
に
よ
り
、
正

午
過
ぎ
、
重
慶
軍
は
潰
走
状
態
と
な
り
、
斎
藤
大
隊
は

断
固
逆
襲
し
て
攻
撃
に
転
じ
、
険
難
な
山
間
を
突
破
し

て
、
十
七
時
こ
ろ
早
く
も
小
門
河
付
近
に
進
出
し
た
。

軍
参
謀
部
は
、
地
兵
団
の
こ
の
疾
風
の
よ
う
な
快
進
撃

に
感
激
し
た
。

第
一
軍
命
令
　
六
・
一
一
・
一
二
〇
〇
　
郭
家
庄

一
　
北
ハ
数
線
ノ
敵
陣
ヲ
突
破
シ
南
ハ
重
畳
タ
ル
山
岳
ヲ
踏

破
シ
ツ
ツ
南
北
相
呼
応
シ
テ
遂
ニ
敵
第
八
戦
区
東
兵
団

ヲ
撃
破
セ
リ

二
　
軍
ハ
既
定
計
画
ニ
基
ヅ
キ
十
二
日
日
没
後
反
転
ヲ
開
始

シ
速
ヤ
カ
ニ
原
態
勢
ニ
復
帰
セ
ン
ト
ス

略

六
　
天
兵
団
ハ
十
二
日
日
没
後
反
転
ヲ
開
始
シ
、
…
…
地
兵

団
ヲ
五
花
嶺
周
辺
ノ
地
区
ニ
集
結
セ
シ
ム
ト
共
に
洋
兵

団
（
第
六
十
九
師
団
独
立
混
成
第
三
旅
団
）
ノ
一
部
ヲ

以
テ
黄
村
、
五
原
付
近
ヲ
歩
兵
約
二
ヶ
大
隊
基
幹
ノ
部

隊
ヲ
以
テ
険
山
廟-

梅
家
山
―
三
角
山
ニ
亙
ル
要
線
ヲ

占
領
セ
シ
メ
軍
主
力
爾
後
ノ
行
動
ヲ
容
易
ナ
ラ
シ
ム
ベ

シ
…
…
。

八
　
予
ハ
十
三
日
早
朝
現
地
出
発
　
三
里
橋
ニ
至
ル

当
面
の
重
慶
軍
の
主
力
は
、
滝
関
方
向
に
退
却
中
で
わ
れ
に

追
躡
す
る
大
き
な
も
の
は
な
く
、
滞
り
な
く
反
転
作
戦
を
終

わ
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
戦
史
叢
書
参
考
）




